
　　

１．概要と目的
　仲秋の名月の時期に例年実施している市民会館の和風建築を活かした月見の会。演奏などの催し物の
ほか、軽食や和菓子を提供し、自由な懇談を通して、市民交流の場となることを目的としている。参加
者は寺子屋講座の講師、野田文化広場会員やその家族に案内状を出し、募集している。

２．催し物
１　能　「松風」
２　クラリネット ピアノ伴奏 　「ユモレスク」 　他 6曲

３．評価
　回を重ねる中で、催しの数や進行の方法については、一定の形やスタッフ間での了解が出来てきたた
め、従来通り進めることが出来た。当初は野外での能の上演を予定していたが、あいにく雨天のため屋
内での上演となった。非常に多くの参加申込があり、会場に入りきらないことも危惧されたが、雨天の
ため当日のキャンセルもあり、問題は表面化しなかった。雨天時の対策は一定の効果があったが、来場
者数のコントロールに関しては今後とも重要な課題である。会の目的と対象をより明確にする必要があ
る。
　パネルコーナーや庭園のライトアップなどは従来通り行い、能装束の着付けの公開や音響機器の充実
など新たな工夫を加えた。このため運営に際し、着付けや音響機器を取り扱うスタッフが必要となった
が、市民有志の方々にご協力を頂いた。さらに今年も博物館実習生など学生ボランティアが、運営の大
きな力となってくれた。

交流事業
市民交流会

観月会
実施日：9月 23日（木・祝）　18時～ 20時 30分
場　所：市民会館　全館
出　演 ：八田達弥師（能）
　　　　大塚史朗氏（クラリネット）
　　　　奥谷寛子氏（ピアノ）
参加費：700円
参加者：123人
事業区分：自主事業
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１．概要と目的
　ミュージアム・コンサートは市民交流会の一つとして行われる。演奏者や音楽団体は市民の中から募
り、また入場料は無料とするなど、気軽に集まれる雰囲気を創出し、市民相互の、あるいは異なるコミュ
ニティの人同士のコミュニケーションを促進する目的がある。また博物館ギャラリーでの音楽演奏とい
う新しい文化の楽しみ方の創造にもつなげていく。本コンサートでは、市内在住のピアノ奏者の母娘に
よる演奏で西洋音楽史を時代順にたどり、“時代を巡って” クラシックに親しんでいただいた。

２．演目
１　バッハ　小さなメドレー　                      ２　モーツアルト　トルコマーチ　バリエーション
３　ショパン　エチュードOp.25　第 7番　　４　ショパン　ノクターン第 20番「遺作」
５　ショパン　英雄ポロネーズOp.53            ６　ショパン　エチュード第 12番「革命」
７　ブラームス　ワルツOp.39　第 1番  2 番　14 番　15番
８　ドビュッシー　小舟にて
９　日本の曲より～夏の思い出　　浜辺の歌　　ゆりかごの歌

３．評価
　坂紀乃氏と彩子氏が、前後半をデュオで、中盤のショパンの各曲をソロで演奏した。音楽史の解説も
曲の間に演奏者自身が行い、時代変遷を理解しながら曲を聞けるという意味で博物館らしいコンサート
となった。
　PR 不足のためか来場者がやや少ない印象であったが、その分ゆったりと、温かく和やかな雰囲気で
演奏を楽しんでもらうことができた。来場者の反応はよく、親子で息のあった演奏がすばらしかった、
うらやましく思ったといった意見が聞かれた。一方でスタッフに関する苦言も寄せられたため、今後の
対応に生かしていきたい。
　なおミュージアム・コンサートとしては第 12回「筝曲・和の調べ」を 3月 13 日（日）に実施予定であっ
たが、地震のため中止とした。

交流事業
ミュージアム・コンサート

第10回ミュージアム・コンサート　時代を巡って…
実施日：7月 25日（日）14時～ 15時
場　所：博物館 1階展示室
出　演：坂紀乃氏（ピアノ）、坂彩子氏（ピアノ）
入場料：無料
来場者：50人

事業区分：委託事業
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１．概要と目的
　小学校との連携の取り組みの一環として、課外授業で博物館見学を希望する学校に対して、博物館・
市民会館の館内解説、館外施設の解説、火起こし等の体験学習の指導などを行った。
　小学校による博物館の利用は、高学年の場合社会科での歴史学習の導入として、低学年の場合生活科
での郷土学習、施設体験の一環として希望する学校が多い。一般に春から初夏にかけて来館する学校に
あわせて、本年度は解説や体験学習の内容提案を行った。中でも実物資料のハンズオンや、築 80 年の
和風建築の体験など、学校の教室では行えない内容を盛り込むことを意識した。

２．内容

３．評価
　小学校高学年の歴史学習を意識した企画展「野田に生きた人々　その生活と文化」シリーズを例年春に
実施していたが、今年度は市制 60 周年記念の将棋名人戦誘致に伴い将棋関係の企画展が入ったため、
春に見学に訪れた学校に対しては市民会館を会場として収蔵土器や石器の解説を行った。見学会では解
説だけでなく、実際に体験してもらうことや実物を触らせることなどを意識してきたが、今後博学連携
の中でより効果的に博物館を活用してもらうためには、学校側と協議の上、見学会の学習目標をより明
確にし、ワークショップを取り入れるなどして、子ども達が主体的に考える場を設けていく必要がある。

交流事業
学校との連携

学校見学対応
期　間：随時
件　数：見学会 6件

事業区分：委託事業

月　日
4月 19 日（月）

6月3日（木）、14日（月）、
17日（木）、24日（木）
6月 24 日（木）
9月 6日（月）

1月 12 日（水）
3月 10 日（木）

内　　容
施設見学（山崎貝塚・市）、
土器石器解説、火起こし
施設見学（博・市）

施設見学（博・市）
施設見学（博・市）、
昔のくらしの道具解説
施設見学（博・市）
施設見学（博・市）

学校名、学年
野田市立東部小学校 6年生

野田市立中央小学校 2年生

野田市立中央小学校 3年生
野田市立宮崎小学校 4年生

野田市立関宿中央小学校3年生
野田市立七光台小学校 4年生

人数
57人

計 136 人

143 人
92 人

74 人
80 人
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１．内容と目的
　野田市茶道協会の提案で、市民会館と茶室「松樹庵」を活用した茶会を 20 年度より実施している。地
元の歴史ある茶室と、野田で茶道を通じた文化活動が活発に行われていることのアピールをしたいとい
う野田市茶道協会の意向は、当館の施設利用促進や市民交流の目的とも合致しており、同会が茶会の準
備および全般の進行を担い、当館が施設や備品の提供、PR をするという役割分担を行っている。お抹
茶と茶菓子が本格的な作法で振る舞われるが、茶道の経験の有無にかかわらず、誰でも席入りできるよ
う心がけている。

２．評価
　3年目となり、市内外での認知度も徐々に向上してイベントとして根付き、松戸や柏など近隣から毎
回参加される方も見られるようになってきた。第 6、７回は寺子屋講座と同日開催にすることで参加者
増をはかったが、一方で当館のスタッフが不足気味になる場面もあった。特に第 7回は茶道関係者によ
る生け花の展示会なども同時開催され、玄関前には願い事を書いた七夕の笹が飾られるなど、趣向を凝
らした雰囲気となった。また、第８回も天候に恵まれて午前中から散策の方を含む大勢の参加者があり、
午後の早い段階で用意した茶菓子をすべてふるまい終えてしまった。参加者数は天候などに左右される
ため予想が難しいが、今後さらに実績を積む中で、適切な準備数と運営方法などを探っていく必要があ
る。
　定期的なイベントとして根付いてきたからこそ、茶道協会の方々とコミュニケーションをとりながら
継続的に目的や運営方法などを点検し、市民会館の茶室を活用しつつ来館者が気軽に楽しめるあり方を
模索していきたい。

利用者へのサービス事業

呈茶席
協　力：野田市茶道協会
実施日：第６回　4月 4日（日）10時～ 15時 30分
　　　　第７回　7月 4日（日）10時～ 15時
　　　　第８回　11月 28日（日）10時 30分～ 15時 30分
場　所：市民会館　松樹庵
参加費：各回とも 300円
参加者：第 6回 75人、第７回 96人、第８回 63人
事業区分：委託事業
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ホームページの運営

展覧会、各種イベントに際し随時情報を更新した（URL　http://www.noda-muse.or.jp）。

《分析と評価》
　平成 22年度のホームページ訪問者数 *1 は、5月に 8,176 人の訪問者数を記録したが、それ以外の月
は 4,000 ～ 5,000 人の訪問者数にとどまっている。昨年も 4,000 ～ 5,000 の間で訪問者数は安定して
おり、数字の伸びはない。
　5月の 8,176 人は、5月 6、7日に第 68 期名人戦七番勝負第 3局が行われたため、訪問者数アップ
につながったものと思われる。
　今後、より沢山の人に当館ホームページにアクセスしてもらうためには、Twitter、Facebook など
のソーシャルメディアや、自由に利用できるメーリングリスト、メールマガジンなどを活用して、積極
的な情報発信することが考えられるだろう。また、ソーシャルメディアでは、情報の発信だけではなく
双方向のコミュニケーションが可能であり、実際の来館者がホームページを閲覧していれば、当館に対
する苦情、要望などをすくい上げることもできるだろう。
　アクセス数を増やすだけでなく、本来のウェブサイトの目的を考え直しながら、現ユーザーの利便性
も見直す必要もあると思われる。
　
　*1　訪問者数（30分以内で同一 IP アドレスからはカウントしない）

平成 22年度　博物館ホームページ　訪問者数・ＰＶ数

宣伝・広報事業
事業区分：委託事業　

訪問者数
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

5018
8176
4447
4795
4392
4838
4674
4611
4764
5206
5128
5482
61531

PV数
23267
36282
19898
21640
19310
22218
22773
20622
18832
21764
21897
20704
269207 訪問者数 5018 8176 4447 4795 4392 4838 4674 4611 4764 5206 5128 5482
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タウン誌・一般紙への情報提供

市定例記者会見への情報提供（3回）のほか、市報、タウン誌等に定期的な情報提供を行った。また、新
聞・テレビ・雑誌の各種取材に協力をした。

○新聞掲載

　　日付　        掲載紙 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取材対象

○地上波放映

　　日付　        掲載紙 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取材対象

4月17日

4月18日
4月27日

5月1日

5月4日
5月7日
5月7日
5月8日
6月23日

9月15日

10月11日

11月3日

11月25日

1月7日

1月11日
1月15日

1月27日

2月17日

7月16日

近代将棋の発展に貢献
郷土の２棋士を紹介　野田で企画展
将棋の街・野田で初の名人戦
野田出身棋士「関根金次郎と渡辺東一」
企画展　名人戦前に功績紹介
名人戦　ゆかりの地で
郷土博物館で歴史紹介展も
将棋発展支えた２棋士紹介「盛り上げ駒」も
将棋名人戦　観戦手に汗　野田で第 3局
「ゆかりの地」で初の名人戦
息のむ生の迫力
あの人がいた街　野田
「近代将棋の父」の出発点
2万年前の歴史紹介
土偶や川絵図など
利根運河の歴史紹介
野田、流山で 3つの企画展
「景色」「役割」「歴史」に焦点
利根運河企画展　野田、流山の3博物館で
「途中下車しませんか」シリーズ
歴史香る　しょうゆの街
家族の絆も受け継がれ
わが家のおひなさま展
思い出語る　おひなさま
「わが家のおひなさま」展
市民が寄せた品々紹介
文化財　火災から守れ
柏・野田防火デーに訓練
ひな人形に家族の物語

「レディス４」内の「週末散歩」コーナー

東京新聞

千葉日報
毎日新聞

朝日新聞

千葉日報
朝日新聞
千葉日報
毎日新聞
東京新聞

千葉日報

東京新聞

千葉日報

朝日新聞

毎日新聞

朝日新聞
東京新聞

朝日新聞

読売新聞

テレビ東京

企画展「関根金次郎と渡辺東一」

市民会館（将棋名人戦会場として）
企画展「関根金次郎と渡辺東一」

市民会館（将棋名人戦会場として）
企画展「関根金次郎と渡辺東一」
企画展「関根金次郎と渡辺東一」
将棋名人戦第3局
将棋名人戦第3局
将棋名人戦第3局
企画展「関根金次郎と渡辺東一」

企画展「野田に生きた人々　そ
の生活と文化３」
特別展「利根運河三十六景」

特別展「利根運河三十六景」

市民会館

企画展「わが家のおひなさま」

企画展「わが家のおひなさま」
企画展「わが家のおひなさま」

防火訓練

企画展「わが家のおひなさま」

郷土博物館、市民会館、
むらさきの里 野田ガイドの会
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○ケーブルテレビ放映

　　日付　　    放送局 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           取材対象

ポスター・チラシの配布

※ 第12回ミュージアム・コンサート「箏曲　和の調べ」、親と子の茶道講座「飲もう！たてよう！お抹茶体験」は、ポスター・チ
　 ラシの配布は行ったが、イベント自体は地震のため中止。

ミニコミ誌の配布

ニュースレター「野田市郷土博物館・市民会館だより」を発行した。第12号（6月）500部、第13号（10月）
1,000 部、第 14号（1月）1,000 部、第 15号（3月）500 部。内容は 73～ 76 ページ参照。

イベント名
企画展「関根金次郎と渡辺東一」
企画展「野田に生きた人々　その生活と文化３」
特別展「利根運河三十六景」
企画展「わが家のおひなさま」
キャリアデザイン講演会
キャリアデザイン連続講座
呈茶席　4月、７月、11月
第10回ミュージアム・コンサート「時代を巡って…」
第12回ミュージアム・コンサート「箏曲　和の調べ」
親と子の茶道講座「飲もう！たてよう！お抹茶体験」
寺子屋講座　4月－6月
寺子屋講座　7月－9月
寺子屋講座　10月－12月
寺子屋講座　1月－3月
山中直治コンサート

ポスター
A2　200部
A3　100部
A2　300部
A2　200部
A3　100部
A3　100部
A3　100部
B4　100部
B4　100部
A3　100部
A3　100部
A3　200部
A3　100部
A3　100部
A3　100部

チラシ
A4両面　 5,000部
A4片面   2,000部
A4両面　12,000部
A4両面　 7,000部
A4片面 　1,500部
A4片面 　1,500部
A4片面 　 500部
A4片面 　1,500部
A4片面 　1,500部
A4片面　 1,000部
A4片面　 2,000部
A4片面　 2,000部
A4片面　 2,000部
A4片面　 2,000部
A4片面 　1,500部

9月18日
2月4日

9月

11月27日
1月12日
1月24日
2月14日

「出没！アド街ック天国」
「朝まる JUST」

関宿台町の大絵図&古文書特別公開

街角探索・駅からマップ　愛宕編
企画展「わが家のおひなさま」
山中直治コンサート
「ホームタウン東葛」

テレビ東京
千葉テレビ

JCNコアラ

JCNコアラ
JCNコアラ
JCNコアラ
J：COM

市民会館
企画展「わが家のおひなさま」

生活文化展3関連企画「関宿台
町の大絵図＆古文書特別公開」
郷土博物館、市民会館
企画展「わが家のおひなさま」
山中直治コンサート
企画展「わが家のおひなさま」
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図録の作成、出版

○特別展展示解説図録 『利根運河三十六景
　～運河をめぐる、ひと・もの・こと～』
体　裁：A4判
頁　数：68頁
価　格：700 円
部　数：1,000 部

年報紀要の作成、出版

○野田市郷土博物館　市民会館
年報・紀要　第３号　2009 年度
体　裁：A4判
頁　数：168 頁
価　格：700 円
部　数：800 部

出版事業
事業区分：委託事業　
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た
大
貫
洋
介
と
申
し
ま
す
。
と
い
っ

て
も
昨
年
の
夏
よ
り
学
芸
員
補
助
員
と
し
て
資
料
整
理
作
業
を
行
っ
て
い
た
の
で
ま
っ
た
く
の

新
顔
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
埼
玉
県
川
口
市
の
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
調
査
員

と
し
て
勤
務
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
川
口
で
担
当
し
た
調
査
が
木
型
職
人

の
資
料
調
査
で
、
野
田
で
担
当
し
た
調
査
が
樽
職
人
の
資
料
調
査
で
し
た
。
何
か
と
木
を
扱
う

職
人
さ
ん
に
縁
が
あ
る
な
あ
、
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
学
芸
員
と
し
て
仰
せ
つ
か
っ
た
仕
事
は
資
料
の
活
用
に
向
け
た
資
料
と
収
蔵
庫
の
整

理
で
す
。
当
館
は
開
館
し
て
か
ら
５
１
年
も
の
歴
史
が
あ
り
、
長
い
年
月
を
か
け
て
収
集
さ
れ

た
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
質
と
量
に
は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
資
料
を
さ
ら
に
生

か
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
え
、
新
た
な
博
物
館
、
地
域
の
魅
力
を
発
見
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
だ
頼
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
館
で
見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
大
貫
）

新
人
学
芸
員
の
紹
介
で
す
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第
3
局
の
対
局
は
5
月
6、
7
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
挑
戦
者
は
三
浦
弘
行
八
段
。
第
1
局
、
2
局
と
得
意
戦
法

で
挑
ん
だ
も
の
の
惜
し
く
も
敗
退
し
た
三
浦
八
段
の
、
初
勝
利
が
か
か
っ
た
注
目
の
一
戦
と
な
り
ま
し
た
。
1
日
目

は
や
は
り
同
じ
戦
法
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
2
日
目
は
天
候
も
荒
れ
模
様
と
な
る
中
、

激
し
い
攻
め
合
い
と
な
り
ま
し
た
。
対
局
も
終
盤
、
羽
生
名
人
の
悪
手
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
中
、
三
浦
八
段
の
猛

追
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、最
後
は
13
2
手
で
羽
生
名
人
が
勝
ち
切
り
3
連
勝
。
名
人
位
獲
得
へ
王
手
と
し
ま
し
た
。（
そ

の
後
5
月
18
、
19
日
に
第
4
局
が
福
岡
で
行
わ
れ
羽
生
善
治
名
人
が
勝
利
し
今
期
名
人
と
な
り
ま
し
た
）

　
市
民
会
館
で
は
、
対
局
場
の
松
の
間
を
中
心
に
畳
や
襖
、
障
子
を
新
調
し
、
ま
た
各
部
屋
を
、
対
局
者
の
控
え
室
、

あ
る
い
は
棋
士
や
関
係
者
が
集
ま
る
検
討
室
、
マ
ス
コ
ミ
用
の
記
者
室
と
し
て
整
え
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
期
間
に
あ

わ
せ
て
郷
土
博
物
館
で
は
企
画
展
「
関
根
金
次
郎
と
渡
辺
東
一
」
を
開
催
し
て
、
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
松
の
間
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
貸
し
部
屋
利
用
、
見
学
等
が
で
き
ま
す
の
で
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

舞
台
を
ご
覧
に
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！
 

そ
し
て
つ
い
に
迎
え
た
対
局
日

野
田

市
制

施
行

6
0
周

年
記

念
事

業

　
本
年
1
月
、
市
民
会
館
に
飛
び
込
ん
で
き
た
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
。

「
市
民
会
館
が
将
棋
の
名
人
戦
の
対
局
会
場
に
決
定
し
た
」。
将
棋

に
な
じ
み
が
な
い
学
芸
員
も
さ
す
が
に
「
名
人
戦
」
が
有
名
な
タ

イ
ト
ル
戦
だ
と
い
う
こ
と
、
羽
生
善
治
さ
ん
の
名
前
は
知
っ
て
い

る
。
で
も
会
場
に
な
る
な
ん
て
…
何
を
用
意
し
た
ら
い
い
の
？
お

客
さ
ん
は
ど
れ
く
ら
い
来
る
の
？
え
っ
２
日
間
か
け
て
や
る

の
！
？
な
ど
、
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
準
備
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

　
さ
て
こ
の
「
名
人
戦
」
と
は
、
前
期
名
人
と
な
っ
た
棋
士
と
、

プ
ロ
棋
士
の
最
高
の
級
で
あ
る
Ａ
級
で
順
位
戦
を
優
勝
し
た
棋
士

が
、
七
番
勝
負
で
対
局
す
る
も
の
で
す
。
毎
年
4
～
6
月
に
か
け

て
行
わ
れ
、
先
に
４
勝
し
た
方
が
そ
の
年
の
新
た
な
名
人
と
な
り

ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
名
人
戦
を
実
現
さ
せ
た
の
が
現
野
田
市
（
旧

関
宿
町
）
出
身
の
関
根
金
次
郎
十
三
世
名
人
で
す
。
関
根
金
次
郎

の
生
き
た
時
代
、将
棋
指
し
の「
名
人
」は
推
挙
さ
れ
て
就
く
も
の
で
、

し
か
も
一
時
代
に
一
人
だ
け
で
し
た
。
関
根
は
、
自
ら
が
名
人
位

を
退
位
す
る
と
い
う
「
大
英
断
」
に
よ
っ
て
終
身
名
人
制
を
廃
し
、

真
に
実
力
の
あ
る
棋
士
が
「
名
人
」
と
な
る
短
期
名
人
制
へ
の
改

革
を
行
っ
た
の
で
す
。
関
根
、
そ
し
て
そ
の
弟
子
の
渡
辺
東
一
名

誉
九
段
の
近
代
将
棋
界
へ
の
貢
献
に
よ
っ
て
、
野
田
市
と
将
棋
界

は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
な
お
こ
の
こ
と
も
、
当

地
で
名
人
戦
が
行
わ
れ
る
決
め
手
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

2
日
目
開
始
時
、
駒
を
並
べ
直
す
両
対
局
者

検
討
室
に
も
大
勢
の
棋
士
や
関
係
者
が

集
ま
り
ま
し
た
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.発
行

～
市
民
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
拠
点
を
目
指
し
て
～

関
宿
台
町
大
絵
図
公
開

白
い
彼
岸
花

白
い
彼
岸
花

学
芸
員
室

こぼ
れ
話

　
今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
中
、
当
館
で
は
毎
年
恒
例
の
「
博

物
館
実
習
生
」
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
博
物
館
実
習
と
は
、
大
学
生
が
学
芸
員
資
格
を

取
得
す
る
た
め
の
必
修
単
位
の
一
つ
で
、多
く
の
学
生
が
自
ら
実
習
受
入
先
（
博
物
館
、美
術
館
、

動
物
園
、
植
物
園
な
ど
）
を
探
し
て
申
し
込
み
、
夏
休
み
を
中
心
に
1
～
2
週
間
程
度
通
っ
て
、

各
館
の
業
務
の
体
験
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
年
当
館
に
は
8
人
と
例
年
に
比
べ
て
や
や
多
い
実
習
生
が
集
ま
り
、
勾
玉
体
験
な
ど
実
際

の
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
～
片
付
け
、
資
料
整
理
、
展
示
作
り
な
ど
多
彩
な
内
容
で
実
習
を
行
い
ま

し
た
。
当
館
で
は
学
芸
員
が
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
仕
事
や
中
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
追
体

験
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、「
課
題
」
は
そ
れ
に
応
じ
て
設
定
す
る
こ
と
も
。
例

え
ば
展
示
作
り
で
は
、
最
近
増
え
て
き
て
い
る
市
民
会
館
の
見
学
者
の
た
め
の
解
説
パ
ネ
ル
の

制
作
に
、
企
画
か
ら
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
実
習
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
、
市
民
会
館
の
特
徴
や
、

誰
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
展
示
と
す
る
か
、
な
ど
企
画
を
ま
と
め
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

し
た
の
ち
、
文
章
を
書
い
た
り
写
真
撮
影
を
し
た
り
な
ど
の
作
業
を
進
め
て
い
き
、
最
終
日
の

タ
イ
ム
ア
ッ
プ
ぎ
り
ぎ
り
で
予
定
し
て
い
た
パ
ネ
ル
を
す
べ
て
作
成
し
終
え
、
掲
示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
し
ば
ら
く
の
期
間
市
民
会
館
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
力
作
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
！
（
田
尻
）

博
物
館
実
習
生
奮
闘
記
！
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企
画

展
「

野
田

に
生

き
た

人
々

　
そ

の
生

活
と

文
化

　
パ

ー
ト

３
」

関
連

事
業

　
野
田
市
郷
土
博
物
館
で
は
企
画
展
「
野
田
に
生
き
た
人
々

そ
の
生
活
と
文
化
　
パ
ー
ト
3
」
の
関
連
企
画
と
し
て
、
9

月
12
日
、
18
日
の
両
日
、
関
宿
台
町
の
古
文
書
特
別
公

開
と
古
文
書
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
関
宿
台
町
の
古
文
書
は
全
部
で
96
点
、
江
戸
時
代
の
中

頃
か
ら
明
治
時
代
ま
で
の
も
の
で
す
。
昨
年
新
し
く
博
物

館
の
収
蔵
品
に
仲
間
入
り
し
て
、
今
回
が
初
公
開
と
な
り

ま
し
た
。
目
玉
は
関
宿
台
町
全
体
を
描
い
た
明
治
初
期
の

字
切
図
で
、繋
げ
る
と
18
畳
分
も
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

博
物
館
で
は
全
体
を
公
開
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
市
民
会

館
内
の
和
室
に
広
げ
、
皆
様
に
現
物
を
間
近
で
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。

大
人
向
け
と
子
ど
も
向
け
の

2
種
類
の
展
示
が
出
来
上
が
り
ま
し
た

パ
ネ
ル
貼
り
の
作
業
を
す
る
実
習
生

み
ん
な
真
剣
で
す
！

古
文
書
相
談
も
受
け
付
け
ま
し
た

　
古
文
書
相
談
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
野
田
人
車
鉄
道
の
関
連
資
料
や
堤
台
村
の
字
切
図
な
ど
市
域
の
歴
史
資
料
の
ほ
か
、
江
戸
幕
府

の
家
臣
だ
っ
た
家
に
伝
わ
っ
た
関
が
原
の
合
戦
に
関
す
る
本
や
絵
図
、
あ
る
藩
の
家
老
の
武
術
免
状
な
ど
、
貴
重
な
古
文
書
を
お
持
ち
い
た

だ
き
ま
し
た
。
博
物
館
で
は
い
つ
で
も
、
古
文
書
に
限
ら
ず
様
々
な
文
化
、
歴
史
に
関
わ
る
資
料
と
情
報
の
ご
相
談
、
学
習
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
声
を
お
か
け
下
さ
い
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
博
物
館
で
活
動
す
る
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ
「
野
田
古
文
書

仲
間
」
の
皆
さ
ん
が
大
活
躍
。
約
1
年
か
け
て
調
査
し
た
関
宿
台
町
文
書
の
解
説
の

ほ
か
、
古
文
書
相
談
で
は
日
頃
の
学
習
成
果
を
活
か
し
、
古
文
書
の
読
解
も
お
手
伝

い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
野
田
古
文
書
仲
間
は
毎
月
第
一
、
三
日
曜
日
の
午
前
中
、
市

民
会
館
に
て
活
動
中
で
す
。
あ
な
た
も
古
文
書
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
！
？

　

広
げ
た
大
絵
図
に
見
入
る
来
場
者
と
「
野
田
古
文
書
仲
間
」
メ
ン
バ
ー

「
野
田
古
文
書
仲
間
」
日
常
の
活
動
の
様
子

あ
ざ
き
り



野
田
市
郷
土
博
物
館
・
市
民
会
館
だ
よ
り

〒
27
8-
00
37
　
千
葉
県
野
田
市
野
田
37
0-
8　
電
話
 0
4-
71
24
-6
85
1　
FA
X 
04
-7
12
4-
68
66
　
U
RL
  h
tt
p:
//
w
w
w
.n
od
a-
m
us
e.
or
.jp
/　
　
　
　
　
　
  2
01
1.
1.
発
行

～
市
民
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
拠
点
を
目
指
し
て
～

身
近

な
運

河
の

意
外

な
魅

力
 再

発
見

出
か

け
よ

う
利

根
運

河
！

　
昨
年
（
20
10
）
は
、
利
根
運
河
通
水
12
0
年
の
記
念
の
年
で
し
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
県
立
関
宿
城

博
物
館
と
流
山
市
立
博
物
館
と
の
3
館
合
同
で
利
根
運
河
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
江
戸
川
と
利
根
川
を
結
ぶ
全
長
約
8.
5k
m
の
利
根

運
河
は
、
明
治
23
年
（
18
90
）
に
開
鑿
さ
れ
ま
し
た
。
船
を
通
す
運
河
と
し
て
の
使
命
は
50
年
ほ
ど
で
終
え
た
も
の
の
、
現
在
で
は
豊

か
な
自
然
を
残
す
憩
い
の
水
辺
と
し
て
地
域
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
か
つ
て
水
面
を
行
き
交
っ
た
蒸
気
船
や
今
も
残
る
利
根
運
河
大
師
像
、
運
河
で
出
会
え
る
植
物
や
生
き
も
の
た
ち
と
、
そ
れ

を
活
か
す
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
、
運
河
を
め
ぐ
る
様
々
な
事
柄
を
「
三
十
六
景
」
と
し
て
写
真
や
資
料
で
紹
介
し
ま
し
た
。
来
館
し
た
方
々

か
ら
は「
昔
は
今
と
全
然
景
色
が
違
う
ね
」「
こ
ん
な
き
れ
い
な
場
所
が
あ
っ
た
ん
だ
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、私
た
ち
の
一
番
身
近
に
あ
る「
運

河
」
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
博
物
館
で
展
示
を
見
た
後
は
、
実
際
に
歩
い
て
利
根
運
河
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
て
欲
し
い
！
と
い
う
こ
と
で
、
会
期
中
に
全
4
回
の
「
利

根
運
河
め
ぐ
り
歩
き
」を
実
施
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
ぶ
ら
り
散
策
」「
歴
史
回
廊
を
歩
く
」「
生
き
も
の
の
里
め
ぐ
り
」

の
4
つ
で
、
日
頃
利
根
運
河
周
辺
を
舞
台
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
動
し
て
い
る
方
々
に
コ
ー
ス
の
作
成
や
当
日
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
普
通
に
歩
い
た
だ
け
で
は
見
過
ご
し
が
ち
な
小
さ
な
植
物
や
生
き
物
た
ち
の
解
説
や
、
散
策
中
に
見
か
け
る
石
碑
や
蛇
行
す
る

運
河
の
流
れ
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
な
が
ら
、
美
し
い
錦
秋
の
利
根
運
河
を
堪
能
で
き
る
と
あ
っ
て
、
中
に
は
4
回
全
て
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
方
も
。
春
に
は
春
の
、
秋
に
は
秋
の
、
季
節
に
応
じ
て
様
々
な
魅
力
を
見
せ
て
く
れ
る
利
根
運
河
に
、
皆
さ
ん
も
出
か
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

学
芸
員
室

こぼ
れ
話

　
今
年
1
月
か
ら
、
博
物
館
２
階
の
常
設
展
示
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
を
こ
れ
ま
で

の
「
野
田
の
醤
油
づ
く
り
」
か
ら
、「
野
田
に
生
き
た
人
々
の
生
活
と
文
化
」
に
広
げ
、
醤
油
造

り
が
盛
ん
に
な
る
江
戸
時
代
の
中
頃
か
ら
、
私
た
ち
の
生
活
が
大
き
く
変
化
す
る
昭
和
30
年

代
ま
で
、
時
代
順
に
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
こ
の
展
示
を
つ
く
る
な
か
で
苦
労
し
た
こ
と
の
一
つ
が
、
あ
る
時
代
の
生
活
資
料
が

博
物
館
に
は
す
ご
く
少
な
い
こ
と
で
す
。
い
つ
の
時
代
の
モ
ノ
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
か
？

答
え
は
つ
い
最
近
、
昭
和
30
年
代
に
野
田
で
使
用
さ
れ
た
家
具
や
家
電
、
衣
服
な
ど
で
す
。

常
設
展
示
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

昭
和
30
年
代
の
家
電
製
品

テ
レ
ビ
、
電
話
、
扇
風
機
、
洗
濯
機
、

掃
除
機
な
ど
の
電
化
製
品
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
家
具
や
衣
服
の
デ

ザ
イ
ン
も
時
代
に
あ
わ
せ
て
変
化
し

た
こ
と
は
、
統
計
や
冊
子
か
ら
わ
か

る
の
で
す
が
、
本
物
が
残
っ
て
い
な

い
･･
･。
博
物
館
で
は
、
野
田
で
使

用
さ
れ
た
様
々
な
時
代
の
生
活
道
具

を
集
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
下

さ
い
。　
（
佐
藤
）

雪
化
粧
し
た
紅
梅

雪
化
粧
し
た
紅
梅

桜
も
美
し
い
 春
の
利
根
運
河

「
利
根
運
河
展
」
展
示
室
の
様
子

利
根
運
河
め
ぐ
り
歩
き
「
ぶ
ら
り
散
策
」

窪
田
酒
造
方
面
を
歩
く

利
根
運
河
め
ぐ
り
歩
き
「
生
き
も
の
の
里
め
ぐ
り
」

田
ん
ぼ
周
辺
の
観
察
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.発
行

～
市
民
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
拠
点
を
目
指
し
て
～

大
盛
況
だ
っ
た
お
ひ
な
さ
ま
展

山
茶
花

山
茶
花

　
お
ひ
な
さ
ま
展
も
残
り
10
日
と
な
っ
た
3
月
11
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
市
民
会
館
の
窓
ガ
ラ
ス
が
激
し
く
鳴
り
響
き
、
一
時
は
立
ち
あ
が
っ
て
逃
げ
る
の

も
困
難
な
ほ
ど
の
強
い
揺
れ
が
襲
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
少
し
お
さ
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
館
内

の
利
用
者
は
全
員
無
事
屋
外
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
激
し
い
余
震
が
何
度
も
続
き
ま
し

た
が
、
大
正
13
年
頃
築
の
市
民
会
館
も
昭
和
34
年
築
の
博
物
館
も
そ
れ
に
耐
え
、
建
物
倒

壊
の
惨
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
民
の
皆
様
か
ら
お
借
り
し
て
い
た
お
ひ
な
さ
ま
も
転

倒
は
し
ま
し
た
が
破
損
は
な
く
、
職
員
も
ほ
っ
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
の
確
認
で
、
土
壁
の
亀
裂
、
一
部
の
瓦
の
落
下
、
灯
篭
の
転
倒
な
ど
修
繕
が
必
要
な

箇
所
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
が
、
と
り
あ
え
ず
人
も
建
物
も
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
で
、

節
電
に
配
慮
し
つ
つ
、
4
月
か
ら
再
開
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
1
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
　
野
田
も
震
度
５
強

一
足

先
に

春
を

満
喫

！

　
休
館
日
の
関
係
で
博
物
館
の
年
初
の
開
館
日
は
1
月
5

日
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
か
ら
市
民
公
募
展
「
わ
が
家

の
お
ひ
な
さ
ま
」
が
は
じ
ま
り
、
年
末
年
始
に
館
内
で
静

か
に
年
を
越
し
た
お
ひ
な
さ
ま
達
が
来
館
者
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
「
わ
が
家
」
か
ら
、
思
い
出
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
写
真
を
と
も
な
っ
て
出
品
さ
れ
た
お
ひ
な
さ

ま
は
、
全
部
で
約
50
組
。
そ
こ
に
、
当
館
が
所
蔵
す
る

六
段
飾
り
の
有
職
雛
が
加
わ
り
、
展
示
室
は
い
つ
に
な
く

艶
や
か
で
華
や
か
な
雰
囲
気
に
。

　
桃
色
の
チ
ラ
シ
を
手
に
来
場
さ
れ
る
方
々
も
、
女
性
や
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
い
つ
も
よ
り
も

ず
っ
と
多
く
、
普
段
見
る
こ
と
の
な
い
沢
山
の
お
ひ
な
さ

ま
に
声
を
弾
ま
せ
る
子
ど
も
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
も
の
が

う
ち
に
も
あ
っ
た
と
昔
を
懐
か
し
む
ご
年
配
の
方
ま
で
、

様
々
な
年
齢
の
方
が
お
ひ
な
さ
ま
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
　
ご
自
宅
で
お
ひ
な
さ
ま
を
飾
る
方
も
、
飾
ら
な
い
方
も
、

博
物
館
で
の
一
味
違
っ
た
ひ
な
祭
り
を
お
楽
し
み
い
た
だ

当
館
所
蔵
の
有
職
雛

け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
機
に
し
ま
い
っ
放
し
の

お
ひ
な
さ
ま
を
出
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
？

　
本
展
覧
会
は
、
季
節
的
な
も
の
、
明
る
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
い

ま
っ
て
、
会
期
初
日
よ
り
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
で
ご
紹
介
い

た
だ
き
、来
館
者
数
も
計
8,
50
0
人
超
と
大
盛
況
で
し
た
。
ご
来
館
の
皆
様
、

貴
重
な
お
ひ
な
さ
ま
を
ご
出
品
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

平
成
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年
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寺
子
屋
講
座
で
は
和
紙
に
よ
る
お
ひ
な
さ
ま
の
人
形
作
り
を

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
お
ひ
な
さ
ま
が
集
ま
り
ま
し
た

■
 野
田
市
市
民
会
館
　
4
月
1
日
（
金
）
開
館
　

 ・
開
館
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
電
力
の
安
定
的
供
給
ま
で
の
当
面
の
間
、　

　
午
後
5
時
～
9
時
の
貸
部
屋
の
予
約
、
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。）

 ・
館
内
の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
破
損
箇
所
に
つ
い
て
は
お
手
を
触
れ

　
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
 野
田
市
郷
土
博
物
館
　
4
月
9
日
（
土
）
開
館

 ・
開
館
後
は
、
平
成
23
年
度
企
画
展
「
野
田
に
生
き
た
人
々
　
そ
の
生
活
と
文
化
　

　
パ
ー
ト
４
」
お
よ
び
常
設
展
を
ご
見
学
い
た
だ
け
ま
す
。

■
 イ
ベ
ン
ト
の
実
施
予
定

　
休
館
に
と
も
な
い
、4
月
3日
（
日
）、
4月
17
日（
日
）寺
子
屋
講
座
、4
月
10
日（
日
）

呈
茶
席
を
中
止
と
し
ま
し
た
。

　
ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
最
新
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接
お
電
話
等
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



東日本大震災の概報

　今年 3月 11 日に発生した地震によって野田市では震度 5強が観測され、当館においても施設や収蔵
品に被害が生じた。今後の地震対策を考える参考とするため、本地震によって生じた被害と対応をまと
める。

○地震発生時の状況とその後の経緯
　当日は多数の来館者や市民会館の貸部屋利用者がいたため、職員が建物外へ誘導し、職員も含めて全
員が無事避難することができた。その後館長を中心に対策を協議し、市社会教育課と連絡を取りながら
数日にわたって施設や収蔵資料の被害状況の調査とデジタルカメラでの記録、収蔵資料への余震対策を
行った。博物館は 3月 12 日から 31 日まで休館となり、市民会館も 12日から休館し、16日、17 日は
日中のみ開館したが、節電のため 18日から 31日まで休館となった。それに合わせて 3月 21 日までの
予定であった市民公募展「わが家のおひなさま」を 11日をもって終了としたほか、3月後半と 4月に予
定していた各事業の中止を決定した。

○地震によって生じた事業への影響（平成 23年度事業も含む）
　　　　　　　事業名　　　　　　　　　 実施予定日 　　　　　　　　 影響

○各施設の被害と対応
博物館　展示室 1階では今年度最後の企画展となる市民公募展「わが家のおひなさま」を開催中であっ
た。館蔵の有職雛や市民から借用した雛人形について展示台からの落下や転倒が見られたが、破損した
資料はなかった。余震に備えて壁に掛けられていた額装資料をはずしたほか、ケース内の雛人形につい
ても安全な形で配置した。
　1月にリニューアルオープンした 2階常設展では、醤油づくりの漏斗のタガがはずれたほか、阿弥陀
如来の厨子の塗装が一部剥落した。その他醤油醸造模型の人形や陶器・ガラス製の醤油瓶が転倒したほ
か、多くの展示物がずれていたが破損は無かった。余震に備えて特に壊れやすい資料を中心に梱包財を
用いて安全な形で配置したほか、瓶類については再度の転倒防止のためテグスで展示台に固定した。

市民会館　大正 13年築の木造建築である市民会館では鉄筋コンクリート造りの博物館に比べて大きな
揺れを感じ、施設そのものに被害があった。内部の聚楽壁 20箇所以上に剥落やひび割れが生じたほか、
一部の箇所では桟が下がったことにより押入れの開閉が困難となった。また、庭園の 3基の灯篭が転倒
し、うち 1基が破損した。屋根の鬼瓦と敷地を取り囲むベンガラ塀上の瓦が落下し、コンクリート塀に

市民公募展「わが家のおひなさま」
親と子の茶道講座
「飲もう！たてよう！お抹茶体験」
第12回ミュージアムコンサート
「筝曲　和の調べ」
寺子屋講座第72回 芸道文化講座
寺子屋講座第73回まちの仕事人講話
呈茶席
寺子屋講座第73回 芸道文化講座
企画展「野田に生きた人々
その生活と文化 パート4」

1月5日（水）～3月21日（月）
3月12日（土）

3月13日（日）

3月20日（日）
4月3日（日）
4月10日（日）
4月17日（日）
4月2日（土）～6月27日（月）

会期短縮（3月 11日で終了）
中止

中止

中止
中止
中止
中止
開幕順延（4月 9日開幕）

じゅらく

とうろう
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亀裂が生じた。施設の修繕は市社会教育課の主導のもと平成 23年夏までに随時行われる予定である。

収蔵庫　当館の博物館資料収蔵施設には、敷地内収蔵庫 1棟（以下「本館収蔵庫」）と、敷地外収蔵庫 1
棟（以下「上花輪収蔵庫」）があり、さらに臨時収蔵施設として市内の旧専売公社倉庫と市内小学校の空き
教室を借用している。最も被害が大きかったのは本館収蔵庫で、醤油さしを収蔵していたテンバコごと
落下し、約 20 点が破損したほか、昆虫標本箱や祭の山車飾りなども棚から落下、破損した。その他掛
軸や陶器類も棚から落下したが、破損は無かった。上花輪収蔵庫については、土器が落下や転倒、接触
によって約 10点破損した。臨時収蔵施設には 2箇所とも被害は無かった。
　落下した資料を棚に戻したほか、特に上花輪収蔵庫の土器について安全な形での配置を行った。破損
した醤油さしや土器については破片の回収を行い、来年度以降に順次修繕を行っていく予定である。

○今後の地震対策について
　本地震において何よりも人的被害が生じなかったことは幸いであった。当館では平成 19 年度からは
年に 2回消防訓練を実施し、来館者の避難誘導や緊急時の持ち出し品の確認などを行っていた。本地震
に際しておおむね訓練通りの対応を取ることが出来たことは日頃の訓練の重要性を感じさせるもので
あった。今後もより一層充実した訓練を行っていく必要がある。
　博物館資料については、被害のほとんどが落下によるものであったことから、収蔵庫内の地震対策が
不十分であった点は否めず、迅速な対応が必要である。土器類については 22年度始めより 1点 1点に
専用の保存箱を作成するほか、テンバコを利用した整理を進めていた。先に着手した本館収蔵庫の土器
類については被害が少なかったが、同じ整理が未着手であった上花輪収蔵庫で被害が生じてしまった。
整理および対策を急ぎたい。しかし、テンバコごと落下した醤油さしなどもあり、箱に収納するだけで
は不十分であることから、落下防止対策を資料ごとに行う予定である。

市民会館内玄関　聚楽壁のひび割れ 庭園・茶室部分　灯篭の転倒

博物館１階展示室　展示資料の転倒 市民会館松の間　聚楽壁の剥落
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